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　 4)CAD/CAM用ブロックを用いたオールセラ
　　　 ミックの強度　一グレージングの係留時間
　　　 が強度に及ぼす影響-
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　 (目　 的)　近年,CAD/CAMシステムの歯科分
野への応用が進み,オ ールセラ ミックス修復が広
く行われるようになってきた。一般 にCAD/CAM
用ブロックは単色であるため,前 歯部など高度の
審美性が求められる症例では追加焼成を行 うこと
が多い。 これまで我々の研究でCAD/CAM用セラ
ミックブロックを繰 り返 し焼成すると強度が高ま
る ことが分 かってい る。 そ こで今回我 々 は,
CAD／CAM用セラ ミックブロックにグレージング
焼成 を施す際の係留時間が,セ ラミックブロック
の強度に及ぼす影響について検討 した。
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　 (材料 と方 法)　材料 にはGNセラムブロ ック
(GC社製)のLサ イズを用いた。
　試料作製は,セ ラミックブロックを,ダ イヤモ
ン ドディスクで切断 し,表 面を耐水研磨紙1,500
番 まで研磨 して,最 終的に厚 さ1.0×幅8.0×長 さ
18.Ommの大きさの試料 を作製 した。耐水研磨紙
#1,500で研磨 した試料を未焼成 とした。それ を
焼成 したものをフレーム焼成 とした。
　 さらにフレーム焼成 した試料に さらにグレー
ザーを塗布 し,メーカー指示である係留時間1分
のグレーズ焼成 した試料 と,係留時間3分,5分
および10分を加 えた6条 件の試料を各8枚 作製
した。
　 実験 方 法 は,強 度 試 験 と して 支 点 問距 離
13.5mmとした三転曲 げ試験 をクロスヘ ッ ドス
ピー ド1mm/分で行 った。 さらに,表 面粗 さ測定
機(サ ーフコム590)を用いて試料の表面粗 さを
測定した。
　 (結果および考察)　強度は係留時間3分 が1分
よ りも有意 に高い値 を示 した。 また3,5,10分
の問には有意差は認められなかった。
　 表面粗さは,係 留時間1分 が最も高い値 を示 し,
時間を延長するにつれてRaは小 さくなった。なお,
係留時間5,10分の問には有意差は認 め られな
かった。
　 以上のことから,メ ーカー指示のグレージング
焼成で係留時間1分 では強度 も弱 く,さ らに表面
粗 さも粗いことが確認で きた。 したがって,臨 床
においては係留時間は3分 か ら5分がよい ものと
思われた。今後は適合試験な らびにプラーク付着
試験等 を検討してい く所存である。
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